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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
大変お世話になっております。
三重県医療保健部健康推進課の金谷と申します。
年度初めの貴重な機会にお招きいただきありがとうございます。
情勢報告ということで20分程度、情報提供をさせていただきたいと思います。
保健師の活動は幅広いですが当課で担当している健康づくり施策を中心にお話させていただきます。よろしくお願いします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇第三次三重の健康づくり基本計画について
〇令和６年３月に12年間の期間で策定した。
〇全体目標は２つ、基本方針は３つ
〇目標は「健康寿命の延伸」と「心身の健康感の向上」
〇基本方針は「誰一人取り残さない全ての県民を対象に」、「実効性ある取組」、「多様な主体や多分野との連携で進める」こと。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇取組の成果として「健康寿命」と「がん死亡率」について紹介
〇健康寿命は令和3年をさかいに残念ながら短縮傾向である
〇がん死亡率は、全国19位で、女性の順位が9位から23位に、全体で8位から19位に低下した。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇誰一人取り残さない健康づくりを進めるため、個人、企業、環境づくりと様々な角度から取組進めている。
〇保険者や企業など、103の団体で構成されている「三重とこわか県民健康会議」を母体とし、
●個人へのアプローチとしては、「三重とこわか健康マイレージ事業」
●企業等へのアプローチとしては、「三重とこわか健康経営カンパニー」
といった取組を進めている。

＜マイレージ事業＞
健康づくりに取り組むとポイントがもらえ、貯まると健康応援カードがもらえる。特典協力店でカードを提示するとサービスが受けられる。年間1万枚配付を目指し、もう一歩という所まで来ている。
＜健康経営＞
働く世代は、一日の大半を過ごす職場での健康づくりを推進することが効果的という考えのもと健康経営を進めている。定年延長等により60代、70代の社員が増え、転倒予防や認知症予防など企業の取組の焦点が変わってきている。
〇自然に健康になれる環境づくりは、産学官、食品製造、食品流通の業者、外食・配食の業者、大学の先生や栄養分野の専門家、県や市町が一体になって進めている取組である。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇無関心層に健康づくりの取組に参加してもらうことを目指し始めた事業
〇カードは1年間の有効期限でコロナ禍では発行枚数が停滞したが、コロナ禍以降は取得者数が増えている。
〇企業からマイレージにおいてなにか参画できないかと問い合わせをいただくことが増えており、約930か所の事業所が特典事業所になってくれている。
〇各市町が受付窓口になり、在住あるいは在勤の方を受け付けている。関わりの住民がいれば参加を勧めていただきたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇R4年度に応援サイトを構築し、県民に使いやすく、かつ、企業にとってもメリットになるようにしている。
たばこの煙の無いお店もこのサイトにのせることで、PRになり増えている。
〇R５年度には魅力度・認知度アップのためPR動画を作成し、YouTubeで公開している。


https://www.youtube.com/@mie_kenkou
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇人口減少の要因として、三重県から２０歳代の若者が多く転出している
〇就活生が企業を選ぶ際に重視するのは、「健康や働き方への配慮を行っているか」であり、健康づくりに取り組む会社を増やそうとしている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇セミナーやリーフレットにより健康経営を普及啓発している。健康経営がどのようなものかわからないという中小企業の方達にも、手軽に取り組んでもらえるよう好事例を掲載している。
〇健康経営を知って、新たに取り組みたいという企業も出てきている。
〇参加企業のメリットとして認定企業を県のホームページで公表したり、認定証や認定マークの交付をして、企業としても宣伝できるようにしている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇健康経営カンパニーの認定については、前年度の取組について、５月末までに報告していただくと、７月に認定といった流れになる。
〇県内の取組事業所数は事業所の数に比例し、四日市市保健所、津保健所で多い。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇三重とこわか健康経営大賞とは「三重とこわか健康経営カンパニー」認定企業の中から特に優れた健康経営を実践している企業を表彰しています。
〇大賞に応募する企業からは取組の詳細がわかる資料を提出してもらい、厳正なる審査の上、大賞および優秀賞を決めている。9月には表彰式も行い、各社に取組内容のプレゼンをしていただき、録画しホームページで公開している。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇令和5年度から「三重とこわか健康経営大賞」において大賞と優秀賞の両方をとった企業を殿堂入りカンパニーとして認定しています。昨年度までで累計７社が認定されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇認定企業になると、メリットとして、最大50万円「三重とこわか健康経営促進補助金」を活用できる。
〇健康づくりに繋がる機器などの購入に充てられる。


PRRCEBCRNIBEIKDD - samormEED -

BREREHFAERC (HRLE Bo0BEGISTHERELVUTCVEIN] &LWOEIC (TULWR] &EEFEAXT
WBAAIX TERENSVADRY | [FRZzEND=] TE9DENEZE] FICOLWTKICKRD ELTLD,

PR DERTE . BRIEMEFFEEX

350980k
(g) (BFAFE 20/ LA L. 5. FEpfERA) (g) (PHIAFRE 205 AL 4. FEpfERA)
16.0
14.3
7 14.0 »
220 12.0 120 11.4 110 11.4 11.7 s 12.2
10.0 9.5 90 91 9.7
- | | BiER Y 86
150 290 71 N 304322 327 7% -
245 33241 .
100 222 22 217 -
50 N
O 0.0 |
20-29%  30-397%  40-497%  50-595  60-695  70-797%  80iKLAL 20298 30-39% 40498  SO-59% 60698 70798  SORELLE
B mlE s s
FEREE, | BFH2749 T, BREEO 208U LD | BT Y OFHAEERE I,
3509‘:X¢LT%@809$EL’(\/\60 *#L:ZO | |g (%ll‘ét'Z.Zg\ ﬁ;l@th.l g) ,,(\\%’)7‘_:0
~30m ML, 40~50mMR BIHNBIRESH e e o e
P 7e > T\ 5, LTW3,

(2% 26 FERER - REAENRRLY)

FFRIBERE : BMH264g. & ME253g BIEEEIRE : BM10.69. ¥M9.1g 13


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇県民の栄養課題について紹介したスライド
〇県民健康意識調査では、自分の食生活に満足していない人は「栄養バランスの偏り」、「野菜の摂取不足」、「塩分の摂取量」等について気になると回答している。
〇野菜摂取量は目標量の350ｇに対して約80ｇ不足、特に20、30代の女性、40・50代の男性で摂取量が少ない。
〇食塩は全ての世代・性別で目標量の７gを超えている。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇県民の栄養課題について紹介したスライド
〇食生活の改善について考えていない人が男女とも60％以上で、若年層から中高年層では健康に関心の薄い人も多く、これまでの取組の継続ではなかなか改善が難しい。
〇これまでの啓発中心の取組ではなかなか改善が難しい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇そこで、誰ひとり取り残さない活動として昨年度より自然に健康になれる環境づくりに取り組み始めた。
〇食品の流通や製造、外食や配食の事業者、学術関係者、行政が一体となって三重とこわか食環境イニシアチブを立ち上げました。
〇イギリスでは国民が日常食べる食パンの塩分を一律に減らして、国民の塩分摂取量を減らしたという取組が紹介されている。
〇私達が日常、スーパーで買い求めるお弁当が減塩になっていれば自然と減塩ができる可能性もある。減塩を強く意識しなくても塩分控えめの食品を自然に購入してもらえるような取組など、何が出来るかを模索している最中である。
〇メディアにも加わってもらい、情報発信にも力を入れていく。3月の三重県広報で特集を組んだ、ＨＰでも紹介しているのでご覧ください。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
〇啓発以外の取組も進めたい考えているとはいえ、啓発が重要だと思っている。一昨年度の公衆衛生審議会においても、県民に啓発が届いていないと言われた。
〇さまざまな会議を活用して、連携して取組を周知し、イベントなど、乗り合いして、啓発を進めていきたい。
〇昨年度、慢性腎臓病対策の中で1000人に住民調査を行った。健康情報の入手方法を複数回答で聞いたところ、テレビが6割、病院や薬局で、家族・友人・知人から、新聞が約3割だった。SNSやインターネットがこれだけ普及している中でも従来からの口コミ、口伝えも大事であることがわかった。
〇本日お集まりの皆様が、地域で住民に直接お伝えいただいている事は住民に十分響いているということになる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
働き手が減少する中で、市町も県も保健師については徐々に増やしてもらっている。一方で募集しても保健師が集まらない、就職してもやめていってしまうという状況も耳にする。
働き手が減少する中で効率よく事業をどのように進めていくかは今後の大きな課題。
同職種も他職種も連携して活動していくことが大事だと考えており、毎年、この会での繋がりを作っていただいていることに感謝している。引き続きよろしくお願いします。
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